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FREE ⾼等教育無償化プロジェクト設⽴宣⾔ 
私たちは、学⽣アドボカシー・グループ「⾼等教育無償化プロジェクト」（通称は“FREE”）です。 
 
私たちは、かけがえのない⼈⽣を豊かにする学びを、経済的事情に左右されず、あらゆる⼈が権利と
して享受できる、未来ある社会を実現するために、すべての⼈への⾼等教育の無償化を⽬指します。 
私たちは次のことを求めます。 
・⾼等教育の無償化を⽬指し、⼤幅な学費値下げにふみ出す。 
・⾼等教育の授業料免除枠を⼤幅に拡⼤する。 
・奨学⾦制度を抜本的に改善する‒‒‒‒給付制奨学⾦の抜本増。貸与奨学⾦の完全無利⼦化。返済中の 

奨学⾦の利⼦払いの免除。返済困難者への救済制度の拡充。 
 
⾼学費と奨学⾦が私たちの⼤学⽣活と未来をむしばんでいます 

学費が⾼くて⼤学進学を諦める、学費の安い⼤学や学部に進学しなくてはならなかった、学費や⽣
活費に当てるために奨学⾦という名の多額の借⾦を背負わざるを得ない、それでも⾜りずバイトに
明け暮れ学業に専念できない、返済の不安から将来の進路の選択肢が限られてしまい、やりたい事に
チャレンジできない……⽇本の⾼学費は、学⽣の⼤学⽣活とその後の⼈⽣に、⾮常に⼤きな影を落と
しています。 

⼀⼈ひとりの学⽣の⼈⽣を窮屈にさせているだけにとどまらず、少⼦化、研究者不⾜、消費活動の
不活性化等を招き、⽇本社会の持続可能性をもむしばんでしまっています。⾼い学費を下げること
は、緊急に求められています。 
 
学費値下げは可能です 

 
 上図は国⽴国会図書館が、⾼等教育の授業料や公的補助に関して先進国約20カ国を分類したもの
です。⽇本は先進国の中で、教育への公的⽀出が最下位で、著しく⾼等教育費⽤の⾃⼰負担率が⾼い
国となっています（OECD調べ）。他の先進国なみのことをするだけで、⾼い学費を下げることは⼗
分可能です。 
 
活動の⽅針 

私たちは、「⾃⼰責任」という⾔葉に覆い隠されてしまっている学⽣や家庭に⾼学費がもたらす影
響の実態を可視化し、学費の値下げや奨学⾦制度の改善が必要であるという認識を国⺠の中に広げ、
実態に即した政治的決断が下され、状況が改善されていくことを求めます。 
そのために、以下のような取り組みをすすめます。 
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・実態調査に取り組み、発表します。実態を改善するために政策提⾔を⾏います。 
・宣伝や対話を通じて、活動を可視化し、得られた声を活動に反映させます。 
・SNSやメディアを活⽤し、より多くの⼈が活動を認知し、参加できるようにします。 
・国、⾃治体への請願、陳情をすすめます。 
・賛同していただける⼤学関係者、卒業⽣、市⺠のみなさんと協⼒し、はばひろい共同をつくり、賛 

同アピールを集めます。特に、⾼学費が理由で進学を諦めた⽅々、奨学⾦の返済で困っている⽅々、
⾼校⽣、⽗⺟の皆さんとの共同を重視します。 

・国政・地⽅政治の重要課題となるように、議員、政党、メディアへの働きかけをすすめます。ただ 
し、団体として個別議員、政党の応援はしません。 

・学費、奨学⾦問題以外の学⽣の学ぶ権利と⽣活の向上に関わる諸問題についても取り組みます。 
 
メンバーシップ 
・メンバーは設⽴宣⾔に賛同する学⽣（⼤学⽣、専⾨学校⽣、短⼤⽣、⾼専⽣）、⼤学院⽣からなり 

ます。 
・設⽴宣⾔に賛同する学⽣サークルもメンバーとなれます。 
 
活動の進め⽅の約束 
・⾮暴⼒・反ヘイト・ジェンダーフリーの活動です。 
・活動参加者の思想・信教・政党⽀持の⾃由を守ります。 
・個⼈の尊厳を尊重する姿勢を活動内外で貫きます。 
 
運営 
・ネットワーク型の運営を基本とします。 
・各⼤学・専⾨学校・短⼤で「キャンパスコーディネーター」をおくようにします。キャンパス 

コーディネーターは各キャンパスの活動の調整・連絡を⾏います。適宜、キャンパスコーディネー
ター会議を開きます。 

・活動上必要なチームを設け、適宜チームごとに活動します。 
・学⽣からなる総合コーディネーター（若⼲名）を総会で選出します。総合コーディネーターは、ミ 

ーティング、LINEグループを通じて、調整、連絡をすすめます。総合コーディネーターは事務局
（若⼲名）を任命します。 

・運営上の重要な問題は年に1回以上⾏う総会で議決します。 
・総会での議決権を持つのは、学⽣、⼤学院⽣とします。 
 
運営資⾦ 
・運営資⾦は募⾦とします。 
 
連絡先 
・メールアドレス：free20180913@gmail.com 


